
令和６年度 学校経営の概要（構想図） 酒々井町立酒々井小学校

【めざす児童像】 【めざす学校像】
★「明るい笑顔、さわやかな挨拶、美しい歌声が飛び交う学校」

(し)：親切な子ども 〇一人一人の子どもを大切にする学校
〇元気な挨拶、大きな返事、歌声いっぱいの学校

(す)：素直な子ども 〇学年に応じて基礎基本の能力が育っている学校
〇校舎内外がよく整備され、安全で活動しやすく信頼さ

(い)：一生懸命 がんばる子ども れる学校

【めざす教師像】
○子どもにも保護者にも信頼される教師 ○子どもから学び、子どもの心を理解できる教師

○日々研鑽し、授業力のある教師 ○心身ともに健康で、良識ある教師

【重点目標（具現化に向けて）】

＜人権・同和教育推進委員会＞

○人権・同和教育の推進

・毎日の授業での人権教育の推進

○ふれあい(縦割り)活動の充実

・自己肯定感、自己有用感の育成

○特別の教科「道徳」の充実

・考える道徳 ・議論する道徳

＜環境・美化 / 栽培委員会活動＞

○美しい学校づくり

（ボランティア活動の推進）

・花のある学校

・掃除が行き届いた学校

＜教育公務員としての自覚＞
○不祥事根絶・モラールアップ委員会の充実
○勤務時間を意識した働き方の推進
○「チーム酒々井小」としての協働体制の構築

＜家庭・地域との連携＞
○地域への継続した情報発信の推進
(HPの充実・定期更新、学校便りの充実）

＜生徒指導委員会 / 特別支援校内委員会＞
○自己指導能力の育成（全教職員の共通理解
に基づいた生徒指導の推進)

○いじめ根絶 (ＳＮＳ等によるいじめを含
む)への取組強化

○教育相談活動の推進（情報共有会の充実、
担任による教育相談活動の推進）

○児童虐待・ヤングケアラーに係る気づき及
び対応の強化

○スクールカウンセラーの活用と連携
○適切な合理的配慮の提供と特別支援教育の
推進（校内委員会・ケース会議の充実）

○自分の命を自分で守る安全指導の充実
＜代表委員会活動＞

○児童を主体とした特別活動の推進
・３つの「あ」の約束、連携５項目の推進

【千葉県の教育の振興に関する大綱】
子どもたちの「強く美しく元気な心」を育み、社

会で自立し、自らを積極的に役立てていこうとする
態度や能力を育てる。

【酒々井町の教育（基本理念）】
（し）なやかで豊かな感性とすぐれた知性を身につける
(す)こやかな心と身体を生涯にわたって育む
(い)きいきとした学びでみんながつながる

【酒々井町 保小中連携 ５項目】
○挨拶をする ○掃除をする ○時間を守る
○人の話を聞く ○自分の考えを話す

【学校経営の重点】

(1)「知・徳・体」の調和のとれた児童の育成を
目指す。

(2)一人の児童をみんなで育てる協働体制｢チーム
酒々井小」を目指す。

(3)人権・同和教育及び特別支援教育の推進を図る。

(4)家庭・地域と共に歩む学校づくりを進める。

＜学力向上 / 研究推進委員会＞

○基礎学力の向上

○「令和の日本型学校教育」（個別最適・協働

的な学び）による「主体的・対話的で深い学

び」を意図した授業改善

（校内研修＜算数科＞を中心に）

○１人１台ＰＣの効果的活用の推進

○酒々井学の授業の充実

○外国語・外国語活動の充実

・専科教員・ALTとの連携、英検の活用

○家庭学習の充実

・（学年×１０分）に向けての取組推進

＜体力向上委員会＞

○汗をかく教科体育の実践

○体育カードの充実

・縄跳びカード、マラソンカード等

○学年スポーツ大会の実施（学年部会）

○課外陸上練習の充実

＜音楽研究部＞

○朝の歌活動の充実

○課外器楽練習の推進

○小中交流音楽会の実施

○オータムコンサートへの参加

○すばらしい歌声が響く卒業式の実施

アクション①「親切な子ども」の育成 アクション②「素直な子ども」の育成 ア ク シ ョ ン ③ 「 一 生 懸 命 が ん ば る 子 ど も 」 の 育 成

【学 校 教 育 目 標】

「人間尊重の精神に徹し、豊かな人間性と健やかな
心身をもつ、実践力のある子どもの育成」

そ
の
他

【校長の願い】

（児童）「やる気登校・うなずき授業・

満足下校」の充実した学校生活

★「３つの『あ』の約束」

(挨拶・ありがとう・安全)

（職員）チームで協力して取り組み、

明るく、やりがいのある職場

★「職員室は『あ・な・た』次第」

(挨拶・何でも語る・たくさん声掛け)

（学校）保護者に信頼され、地域に愛さ

れる地域密着型の学校


